
電動お
湯ポット
取扱説明書
CKW-��PK��C�
CKW-��PW��C� 

安全上のご注意：この製品を安全にかつ長期間お使いいただくために、
必ずご使用前に取扱説明書をよくお読みください。
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仕様
製品モデル CKW-��PK��C�/CKW-��PW��C�

定格電圧 ���V~

定格周波数 ��/��Hz

定格出力 ����W

定格容量 �.�L
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製品の概要
部品名

ヒント

本機を使用する前に、以下の事項をお読みになり、本機の使い方を覚えてください。
当社製品は継続的にアップグレードされているため、実際の製品と下の画像が異な
る場合は、実物が優先されます。本製品は卓上に置いて使用する機器であり、埋め
込み型機器として使用することはできません。

ふたのロ
ック

* 加熱中は触れないように注意してください

蒸気口

上 蓋

ハンドル

本体

プラグ差し込み口

電源コード

ふた開閉ボ
タン 

操作パネル

表示画面

注ぎ口

水量表示部（目盛）

台座
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ヒント
を初めて使用する際、少量の水滴が付着する場合があります。これは工場出荷時
の性能テストに残った水分であり、正常な現象です。

コントロールパネル

注意
本製品の外観は機種により異なるため、以下の画像はイメージです。梱包内の実際
の製品をご確認ください。

� �

保温設定ボタン
省エネランプ

沸 と う

再 沸 騰 ／ エ コ
キー

小給湯量

大給湯量

ロック解除キー

給湯キー

表示画面
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使用説明書
ご使用上の注意

• 最初は水がスムーズに出ない場合がありますが、これは配管内の空気を排出する必要があるため
であり、正常です。

• 初めて使用する前、または長期間使用しなかった後は、内釜に � ～ � リットルの水を入れて沸騰
させ、内釜を清掃してください。この時に沸騰させた湯を飲まないでください！

• 本製品は海抜 ���� メートル以下での使用に適しています。
• 給水時にサーモポットを濡らさないよう注意してください。
• 湯沸かし中または湯沸かし後に保温設定を行うことができます。
• 空焚き防止： サーモポットの水量が給水目盛りより少ない場合、または電源を入れたときに水が

入っていない場合は、空焚きによる故障を防ぐため速やかに水を入れてください。
• 電源コードが抜いてあると、給水できません。 [ 解除ロック ] を押してから、[ 給湯 ] を押して給

湯してください。
• 保温中に、�� 時間以内にどのボタンも押さなかった場合、本機はスタンバイモードになります。

給水と電源の入れ方

� 電動お湯ポットに浄水を入れます（最大水位線より上まで水を入れないでください）、ふたを
閉じ、電源を入れると、電気ポットは水温に基づいて加熱/保温モードに切り替わります。

沸騰後の保温

� スタンバイモードで [ 温度 ] を押し続けると、[��℃ ]、[��℃ ]、[��℃ ]、[��℃ ]、[ キャンセル ]
の順に切り替わります。温度を選択し、もう一度 [ 再沸騰 / エコ ] を押します。塩素を除去す
るために水が沸騰し、保温前に選択した温度まで自然冷却されます。
保温中に ��時間操作しなかった場合、サーモポットは保温を停止し、スタンバイモードに
入る。
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直接保温

注意
直接保温では、選択した保温温度までしか加熱されず、沸騰させることはできません。
純水やろ過水などの直接飲用可能な水を使用してください。

� スタンバイモードで [ 温度 ] を押し続けると、[��℃ ]、[��℃ ]、[��℃ ]、[��℃ ]、[ キャンセル ]

・ 省エネ状態になると設定温度が[��℃ ]に調整されるので、設定温度が[��℃ ]の場合、省エネモ一
    ドのオンは許可されません。 
・ 省エネモードでは、保温をオフにしたり保温を終了すると、ECOランプは保温ランプとともに消
     灯するが、省エネモードはオフにしておらず、保温を再起動すると、ECOランプは保温ランプと
     ともに点灯する。

・ 省エネモードでは、                   を約�秒間長押しして省エネモードをオフにし、設定温度を省エネ

     状態に戻る前の温度に調整する。

保温をオンにし、温度を設定する([��℃]、[��℃]、[��℃]）時、                    を約 �秒間長く押して、
ECO ランプが点灯し、省エネモードをオンにする。

の順に切り替わります。温度を選択すると、選択した温度まで水が加熱され、その温度を保
持します。
保温中に �� 時間操作しなかった場合、サーモポットは保温を停止し、スタンバイモードに
入る。

省エネ・保温

�、省エネ

長押し約�秒
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給湯

� [ 解除 ] を押すと、水量表示ランプが点灯
し、給湯口のロックが解除されます。
[ 解除 ] を押し続けて、湯量の大・小を切
り替えます。

� 給水量を選択した後、[ 給湯 ] を長押し
すると、電気保温ポットの給湯口から湯
が排出されます。

� �
� �

ロック解除プロンプト
[ 解除 ] を押して本体のロックを解除しないと、[ 給湯 ] を押しても電気ポットから湯は出ません。
大・小の給水ランプが同時に � 回点滅して、解除するよう指示されます。
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ふたの着脱

� ふたの取り外し： ふたを開き、水平面に対して �� ～ ��°の角度にふたを保持し、片手でふ
たを持ち、もう一方の手でバックシートバックルを押してふたを取り外します。

��

バックシー
トバックル
を押す

� ふたの取り付け： 片手で背面のバックルを押しながら、もう一方の手でふたを連結軸に合わ
せて溝に差し込み、背面のバックルを離してふたを固定すると取り付けが完了します。

��

バックシー
トバックル
を押す

停電時の排水
キャップを取り外し、電源コードを外し、三角マークから排水してください。
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清掃とお手入れ

清掃とお手入れに関する注意

• 清掃する前に、必ず電源プラグをコンセントから外し、サーモポットが冷めるまでお待ちください。
• 電動お湯ポットの寿命を延ばすため、電動お湯ポット内にたまったミネラルの堆積物（湯垢）を

定期的に除去し、湯垢除去剤（酢やクエン酸など）で洗浄してください。
• 湯垢を除去して洗浄した後に、わずかににおいが残ることがあります。内釜に浄水を入れ、数回

すすいで、残った湯垢除去剤のにおいを取り除いてください。
• 電動お湯ポットの外側を水で洗い流してはなりませんす。洗浄の際にはスチールウールや化学薬品、

研磨剤入りの粉末洗剤を使用してないでください。
• 内釜の洗浄には、水を含ませたプラスチックのスポンジを使用してください。粉末洗剤、ストロ

ーブラシ、ナイロンブラシは使用しないでください。電動お湯ポットが変形・損傷するので、
食器洗い機や乾燥機で加熱しないでください。

日常の清掃

� 電源プラグを抜き、電動お湯ポット内の水を排出してから、乾いたタオルで水滴を拭き取
ってください。 次回使用できるように、電動お湯ポットの外側を水気をよく絞った濡れタオル
で拭いてください。

��
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湯垢除去

� 電源を切り、電動お湯ポットに湯垢除
去剤と水を入れます � 電源を入れ、湯垢除去剤溶液を沸騰させ

ます。

��

� しばらく放置した後、湯垢除去剤溶液を
捨てます。 � 内釜をきれいな水で洗い、清潔な柔らか

い布で乾拭きしてください。

����
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故障かな？と思ったら

故障の自己診断

故障 考えられる原因 対処方法

湯の中に白色または光
沢のある浮遊物があり
ます。

湯垢は、ミネラル分の多い水（ミネラルウォー
ターやイオン水浄水器で処理された水）で発生
しやすく、内釜に付着したり、水中に浮遊します。

湯垢除去の手順に従って湯垢
を除去してください。

湯に特有のにおいがし
ます

水道水には消毒のため塩素が多量に含まれてい
るため、塩素のにおいがします。

沸騰の際に自動的に水から塩
素が除去されるため、塩素の
においがしなくなります。

初めて使用する際にわずかに本製品からプラス
チックのにおいがしますが、数回使用している
うちににおいが消えます。

これは正常です

給水不良

フィルターメッシュが湯垢で詰まっています。
クエン酸を加えて沸騰させ、
洗浄してください。 ブラシで
メッシュを掃除し、詰まりを
取り除いてください。

一定時間沸騰した後、発生した気泡がポンプ内
に入り、熱湯が出にくくなることがあります。

まずふたを開き、泡が出なく
なるまで約 � 分間放置してか
ら湯を出してください。

湯が出ません 電動お湯ポットがロックされています
[ ロック解除 ] を押し、給湯量
を選択してから、[ 給湯 ] を押
し続けて給湯してください。

電動お湯ポットから水
が勝手に流れ出てきます 電動お湯ポットの水量が最大水位を超えています。

水量がサーモポットの最大水
位を超えないよう減らしてく
ださい

ポットの外側が熱くな
ります。

サーモポットは高温で保温しているため、室温
が高い場合、ポットの外側が ��℃に達するこ
とがあります。

これは正常です

湯が沸騰しない、また
は長時間沸騰する

ポットが故障しています
アフターサービスセンターに
送付して検査を依頼してくだ
さい

電動お湯ポット内部の湯垢が厚すぎます。 湯垢を除去します

ディスプレイに「E�」
と表示されます。 センサーが断線しています 電源を切り、もう一度電源を

入れてください。それでも異
常が出る場合は、アフターサ
ービスセンターに送付して修
理を依頼してください。

水を加えるか、ケトルが冷却
するのを待つ

表示に「E�」と表示さ
れます

表示に「C�」と表示さ
れます

センサーが短絡しています

水量が低すぎるか、ケトルの温度が高すぎる後、
再び電源をオンにします
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